




　　　　　　　　　　　　 (奥羽大 ・歯 ・歯科補綴)
【背　景】インプラン ト治療の長期的機能維持に
は上部構造の適合が重要な要素である。そのため










入 された場合については,印 象用 コーピングの連
結下におけるアナログ変位 を調べ報告 した。




【材料と方法】頬舌的に30℃傾斜 させたアバ ッ ト
メン トアナログ2本(s1,　s2)と,それ らの外側
に基準 アナログを1本 ずつ(R1,　R2)植立 したス
テンレス製の精密金型を製作 し基準模型 とした。








EI群で33.0±14.0μmであ り,有 意な差 が認め








おけるこれ までの計測結果に比較 して大 きな値で
あったため,傾 斜埋入されたインプラン トの印象
採得 に際 しては,印 象用コーピング間をパターン
レジンで連結することが推奨 さえることが示唆 さ
れた。
